
宮城県ひきこもり地域支援センター 
の開設に向けた精神保健福祉センター

の支援体制整備 
 

宮城県精神保健福祉センター（宮城県ひきこもり地域支援センター） 

  ◎大場ゆかり、小原聡子、水本有紀、加藤ますみ、熱海勝幸 

    石濱かおり、佐藤朋恵、中村恵美 他  

 

宮城県のこれまでの取組 

○保健福祉事務所 
• H１４年度：「社会的引きこもり社会復帰支援事業」
モデル事業 

• H１６年度：「社会的引きこもりケア体制整備事業」 
… 「思春期・ひきこもり相談」開始 

○精神保健福祉センター 

• H１７年度：思春期デイケア（～２１年度） 

        家族教室（試行） 

• Ｈ１８年度：思春期・青年期家族教室 

• Ｈ２３年度：思春期（ひきこもり）家族会 

ひきこもり支援における 
センター内の体制づくり 

◆センターにおけるひきこもり関連事業の問題点 

【ひきこもり関連相談】 …相談診療班担当 

・精神保健福祉相談の中でひきこもりを主訴とする
相談に対応 

①相談業務担当者間の連携不足 

②所内の連携不足 

③当事者の居場所がない 

④外部機関との連携不足 

⑤ひきこもり支援のノウハウを蓄積してこなかった 

ひきこもり支援における 
センター内の体制づくり 

 

【青年期（ひきこもり）家族会】…生活支援班担当 

①参加家族の基本情報（現在のひきこもり状況な
ど）の把握不足 

②所内の情報共有・連携不足 

③外部機関との情報共有・連携不足 

④ひきこもり支援のノウハウを蓄積してこなかった 

 

ひきこもり支援における 
センター内の体制づくり 

（１）支援体制づくり 

①面接相談と家族会の申込
窓口の一本化 

②様式の統一 

③個別支援の強化 

④支援のノウハウの蓄積 

 

（２）各ケース支援の見直し 

①ひきこもりケースの集約 

②事例検討 

③事例検討を踏まえた実践 

 

班縦割りから横断的な取組に 
センターの多機能と多職種の介入を活かす 

ひきこもり地域支援センターの概要 

○目  的     
       ひきこもり対策を推進するための体制を整備し、ひき こもり本人 
   や家族等を支援することにより、ひきこもり本 人の自立を推進し、本 
   人及び家族等の福祉の推進を図る。        
       ひきこもり相談を行っている保健福祉事務所及び市町村、その他  
   関係機関・団体等と連携を図り相談支援を行うとともにひきこもりに 
   関する様々な情報の提供、支援者の育成等を行う。 

○開  設 日    平成２６年１月６日開所 

○設置場所   宮城県精神保健福祉センター内 

○実施体制   センター職員兼務体制 

○内   容 
 （１）対象者  
        宮城県内（仙台市を除く）に居住する成人期（概ね１８歳以上）    
  の本人と家族 

 



（２）事業内容 
    ①ひきこもり相談（０２２９-２３-００２４） 
       電話・面接相談：受付時間  月～金  ９時～１７時 
        面接相談は予約制 

    ②青年期（ひきこもり）家族会 
       対象者：ひきこもりの若者を抱える家族 
        日   時：月１回  （第２水曜日 午後） 
        会    場：宮城県精神保健福祉センター ２階 デイケア室 

    ③ひきこもり等支援関係者研修 
    ④普及啓発（情報発信） 
       ホームページを開設し情報提供 
        「ひきこもり地域支援センター」リーフレット、「ひきこもりサポート 
         ブック」の作成・配布 

    ⑤ひきこもり支援関係機関のネットワーク推進 
       ひきこもり相談機関連絡会の開催 

    ⑥ひきこもり支援関係者の支援 
       関係者からの相談対応、事例検討等 

ひきこもり地域支援センターの概要図 
宮城県精神保健福祉センター 

・圏域の体制づくり 
・個別事例の助言等 
・情報提供 

・家族支援・当事者支
援のノウハウの提供と
協力 

   民間支援団体等 
  ■家族・当事者支援 

県保健福祉事務所（５事務所２地域事務所２支所） 

○クリニック 

・相談支援の一環
で診察が必要な場
合 
○デイケア 
○受理会議 

■家族・当事者相談（面接、思春期・ひき
こもり相談） 
■訪問支援 

□家族支援（家族教室、家族会等） 
□当事者支援（居場所等） 
□圏域の支援ネットワーク 

既存事業 宮城県ひきこもり地域支援センター 

連携 

■家族・当事者相談（面接・電話） 
■青年期（ひきこもり）家族会 
■情報発信 
■関係者研修 

■関係者ネットワークづくり・関係者支
援 
○運営会議・スタッフ全体会議 

※□は今後必要な支援 

連携 

相談状況 

相談件数（H26年1～6月）  H25年度実績 

実件数 25件 27件 

延件数 88件 126件 

（再掲）新規相談件数 14件 15件 

性別 男 22人 22人 

女 3人 5人 

年齢別 10代 9人 9人 

20代 10人 9人 

30代 3人 3人 

40代 3人 6人 

（再掲）家族会参加 19件 22件 

（再掲）本人来所 4件 4件 

電話相談 49件 40件 

相談者数 

相談状況 

相談件数（H26年1～6月）  H25年度実績 

実件数 25件 27件 

延件数 88件 126件 

（再掲）新規相談件数 14件 15件 

性別 男 22人 22人 

女 3人 5人 

年齢別 10代 9人 9人 

20代 10人 9人 

30代 3人 3人 

40代 3人 6人 

（再掲）家族会参加 19件 22件 

（再掲）本人来所 4件 4件 

電話相談 49件 40件 

相談者数 
家族の相談から始まる。母親からの相談が約６．５割 

ひきこもり当事者は男性が８割を超す 

１０～２０代の相談が多いが、３０～４０代の相談も 

６ヶ月未満の早期の相談もあり 
１０年以上のひきこもりが１／４と長期化 

不登校歴あり約６．５割 

   家族支援 
○家族の訴え 

   …本人に対する直接的な対処法を求める 

 

 

 

本人を外に
出すには 

仕事につけ
るには 

本人を何とかし
て変えてほしい 

「家庭の中で本人が安心して過ごすことができる」 

第1ステップ 

自立した生活
をしてほしい 

ひきこもりの解消

法を知りたい 

暴言・暴力を何
とかしてほしい 

ひきこもり支援の課題と今後の取組 

 

 

 

 

 

 

   

 

◆ステップを踏み長期に渡る支援の継続 
関係機関につなぎネットワークを組む 
コーディネーター（調整役）が必要 

◆精神保健福祉センター職員の兼務体制 

◆本人の居場所、活動の場の確保 

相談の充実 
支援関係者のネットワーク 



おわりに 
 宮城県ひきこもり地域支援センターは
始まったばかりですが、みなさんと一緒
に一歩一歩進んでいきたいと考えていま
す。 

 

宮城県ひきこもり地域支援センター 

 ０２２９－２３－００２４ 

仙台市ひきこもり地域支援センター 

 ０２２－２８５－３５８１ 

 

 


